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正常分娩看護の一症例について

発 表 者 　 田 辺 庚

産科一同

1. はじめに

産科に入院する多くは健環を母親ですo母子ともに健尿で分娩､産梅､新生児期を経過し､そ

の後幸福を生活ができるよう看護にあたっています｡

では当科で実際に行われている看護を母親を中心として-症例について報告致 しますO

皿､症例紹介

8 45年 10月 14日 20時 15分陣痛開始にて入院

10月 22日 退院

○ 沢 〇 千 27オ 無敬 (元教員)初産婦

家 族 歴 特記事項をし 夫 50オ 教員

既 往 歴 月径歴 共に特記事項をし

結 婚 25オ 既往妊娠をし

今回の妊娠経過

最終月経 12月50日より5日間 予定日10月7日

つ わ わ 2月上旬-4月上旬 中程度

胎動自覚 6月中旬

外来経過 16/A 初診 S且L4

10/Ⅶ 流産防止の内服治療､安静を指導される(

15/Ⅹ 陣痛開始の主訴で来院｡経過観察するも陣痛弱ま り､子宮口2指

関大のまま帰宅.

入院時所見

K.I･.155cn K. 8. 62kg a. U･92cwI F･ Ut 51C7n

I
B.I). 124･-90 H. 丑. (- ) H. Z. (- ) O.(- )

骨盤外計測は異常をし

下向部は児頭で固定している.,
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班,入院中の経過及び看護の実際

A､分娩 まで (図2.参照)

看護の要点 0不安の除去 o疾風 疲労の緩和 0感染予防 0分娩進行状態の観

察と異常の早期発見､右記の如 くで太症例の問題点は次の4点

問 題 点 対 策

日 初産婦であり分娩に不

安をいだいている｡

2)睡眠不足である.

5)1h項早期腹圧をかけ

はじめる.

4)5h項 より疲労感の訴

え ありO

0家族,周囲の人からの話等で分娩が長びくのではをいかと思い

こんでいるので.今は異常は認められオhこと.又分娩経過,

腹式呼吸,圧迫法について説明 し､一緒に行う｡

o前日も熟達していをいので無駄を消耗を防ぐ為間欠期を利用し

て睡眠をとるよう話も

cD児頭が下がっているのでやむをえ青いと思われるが子宮口全開

大前に怒費を加えてはをらオh訳を説明し､腹式と短息呼吸に

ついて再度説明し､一緒に行うo

o子宮口ほほ全開大をるも方かをか進行Lをいので少 しあせ りが

ネられる.進行状態を説明しをがら少し怒賓のかけ方を説明し.

励ます(

7h自然破水

8h45'分娩室入室

9h55'側方切開にて分娩 頚部1回贋帯巻絡あり解除

10b 胎盤娩出

切開部プロカイン使用にて縫合 正常に分娩終 了ナ

分娩所要時間 17時間5分

出 血 量 245cc

B､産振期 (図 Ⅰ参照)

看護の要点 一〇復故現象の助成

0乳汁分泌機経の促進

o感染予防

o保笥 産簿､家庭計画指導

上記の如 くで本症例の問題点は次の5点で

問 題 点 対 策 と 結 果
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2)乳汁分泌不良

5)縫合部痛がある

暇を折乳頭をつまみ出すよう話す｡

◎初回授乳は吸いつかず翌日より刺戟に対し大分突出し､介助に

よって吸いつくようにをるo

o分泌促進マッサージ施行くりかえすも分泌不良

0乳汁分泌促進剤 4日間施行

0分泌不良は個人差のあること｡栄養､水分の摂取.睦臥 休養

が大切であることをど説明し､母乳､栄養をあきらめをいよう

指導する｡

◎本人の母乳に対する希望は大 きく､根気良く努力している様子

がうかがわれ､退院時には､分泌がや 良ゝくをり人 1倍喜こん

で退院と看る｡

o縫合部に異常は認められオかったので､排尿,耕便､ベ ットの

昇降時､力のバランスのかけ方で多少疹痛の軽減することを説

明するo又､抜糸迄の経過を説明し心配の青いことを話すo

o局所の清拭指導

0円坐の使用を試みるn

o悪露交換の実施

ro)説明後縫合部痛の訴えも古く.5E=]抜糸施行後客痛を L.

準掠経過は特記すべき異常も認められず､退院 とオ少ましたo

休浴指導について

母親学歓テキストと掛図で説明後デモンストV-yヨンする.

内容､目的

抹浴前の注意

泳浴の準備､必要物品

母親の準備

汰浴の順序

その他質問に応じる

産梅指導について

母親学級テキス トと現物見本を使用

内容(i)産梅につhての説明

',の生理
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産袴の摂生 0身体の清潔 o乳房の手当 0栄養 o腹帯 0運動と休養

o性生活 0産後の検診 o産後の異常 etc

◎ 新生児の保育指導

新生児の生理,養護､栄養について

(さ家族計画につhて

C､新生児期(図 Ⅰ参照)

看護の要点 0保温､栄養､安静 o異常の早期発見 o感染予防

上記の如 くで

児の出生時 E.8 5045g､ E,I･49.5cm K,tJ52cm アプガールスコアーは1

分後 9点､5分後10点.生下時の体重減少 もみをhで順調に体重増加､7日目解脱､8日

目5250gにて退院 しました.

新生児室に於ては新生児観察カー ドというチェック7)ス トを使用 しています.

Ⅳ ふわ りに

以上一症例の報告は終りますが､分娩升皿期が少し時間がかかったのは､贋帯巻緒があ.,た為

かとも思われますが､贋帯雑音も認められず､贋帯も56cmと正常に思われますので､はっきb

した原因はわかbませんo

母乳分泌に多少の期待をかけて母子ともに健康で退院できたことをよろこんでおります,.

図 1

歴 日 .病 日 A -タイ/1タ了/i'ク 了/1ク√ ′′Tメ-了タ了/3Li1タ √

t 子 宮 底 51 52.15 14 10 ll ll ll ll- 9

Ii 処 置及 び 分紘マツサ 梶進マツサ 一ク 汰浴一ク抜 指 産祷//指 〟

保 健 指 導 II) Iジ 糸 導 導

乳汁分泌促進剤 (プロラクチン-■1A ) L+1 ナノ 1孝一写三言

I.庸盈 丑芽 i150 580 595 625 575 550 628(15

l新書生】盲児! 体 重 5045 5100 5100 5165 51055240 5255 5250

体 重増 減 + 55 D+ 65 - 60+155 + 15-- 25

l黄 痘 i - - 十 + + ± - -
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児心立【ヨ上陣宿間欠中陣揺発作下 15975145215040__30_'20_秒10】 I - I

l

I時間 J20212225241254.5678910t -I

記事 20 145 5 7 910

.石 怒15け 5膏 0 0 550ん 感入完 千 千 自 分胎

500cc 口 口 破 娩
5 ほ 水 城
指 は
開 全
大大



受持 医 ○ ○
新生 児 観 察 カー ド 助 産婦 0 0

棒 名 ○沢 〇千 児 6⑳ ⑳ 経 血液型 要言 児

i昭和45年 ー0月T5日 9時55分生 生 t体 重 i身 長 j頭 囲 アフガール

≡ (予知 7,I , 過 .5b45.49.5 巨 2 1分後 9点5 //lO
…蓋蔓蓋 ≡ 芋芋時三;圭 V言童形去､有異芸 S'F. "ん壷 , そ- ,

日 数 1 2 5 4 ･5 6 7 8 9 10

時間 深垣 準 深泊匪 1深厄 滞 漢 日毎 潔 日座 潔拍塵 旧庭 深厄1!準 南 準 I漢 日皇準

匡芸 ローコ【コ口 lコ口 仁コ也 口口口 □l口⊂】Il口 口 口口口 iI口 ロロ□IIiP 口 【コ口 司 口 口∫口 口 口口 口 口 口

ー運 動 (口 口 口 口恒 口恒 [コ口 口 口 口 【コ口 口 口 口口 口 口口 口

チアノーゼ 口 ロ口[コ口口 口 口EJ口 ロ 口 口 口 【コ口口 口 ロ口 口口

疫 ~ if-il 口⊂】【コl口口 口l口 【コ口l口 口 口口 口 口口 口I 口lロ ⊂】口 【コ

頭 血 腫 口口 口 口 口口担 口 口口 口 口 口ロ 口口 口亡コ口 口 口口

眼 脂 ZLj口 口 【コ口口 口口 口桓 口【コ口口 口.口 口 口 口口 ロ [コ

殿 部 発赤 司 口国 口口 口.口口ロト+++廿++1i+享J+++.+ I
呼吸の状態 Eji口 口桓 ローI 口回 口 口桓 口ロ ⊂1口 口口 [コ口 口口ロ厄

便 の状 態 +汁 Il桓 口 口口恒1 叫口桓 EJ口口 ロ口bI 口.口.口 口恒

反射の状態 口厄 回 口 口 白口厄 口;口 口I ロ亘 口 [コ叫 口一口 口.口 ロ ロ)

発熱の有無 ⊂]ロ 目 口口 口 口桓 亡]口厄 I口回 口i 口 口 口口伝伝 ロ 口

鼻 閉 感 ++++担口 口+++回 口 口口 口 口 亡コロ 口 ロ

i lJt 1 l S 日

皮 紅 斑 I Il口 !++++++++ +++i+■+ +++
のうほ う 口 口 ロ 口口 口口 口⊂】口 口 ロ口 口 口口2亡】口 口 口 ロ 口

らくせつ I口 口口 口 口[コ口 局 局局
府 黄 症 Fl口 口口 口口+++++++十++++,lEl口 口 口

周 発 赤 口 口 口 口 口 司 ロ

休 墓 お4 車 10 15 10 20 25 55

処 置備 考 I I ‡‡I ii i iIii i

サ イ ン AfB!CI I)丑 iBliα軒 Ⅰド .!BⅩ'] B門l N At 川
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